
１ アンケート実施日

２ アンケート対象者数

３ 質問内容

別添アンケート様式のとおり

４ 調査結果

（１）アンケートの回収状況

＜学生＞

（３）相談員への相談

　※同じ人から複数相談があった場合も件数に含めています。

（４）その他の意見・要望

（５）アンケートに関して対応した事項

学　 生：令和８年（２０２６年）４月９日（水）～５月３０日（金）

熊本県立大学人権委員会　

令和８年度（２０２６年度）　ハラスメントに関するアンケート結果について（概要）

学　 生：１，６４０名
　　　　　 →新入生を除く学部生・大学院生（男性６３４名、女性１，００６名）
教職員： 　 ２００名
           →教員８４名、事務職員３４名及び非常勤職員８２名 　（男性９０名、女性１１０名）
　　　　　　　※新任教職員を除く

・ 学生の被害については、学内の常勤教員からで、教職員については上司や同僚からが主であった。

＜教職員＞

・ 教職員ポータルのお知らせ欄、学内メールにより依頼

・ アンケートの結果、学生２名、教職員１０名の計１２名からハラスメントを受けたとの回答あり。
（R７：学生２名、教職員１４名、R６：学生５名、教職員：１３名、R５：学生２名、教職員１１人）

・

・ 学生ポータル内のお知らせ欄、学内メールにより依頼

教職員：令和８年（２０２６年）４月９日（水）～５月３０日（金）

・ ハラスメント相談員及び保健センターに相談があった件数　２1件

・ 学生及び教職員から、ハラスメント問題に関する個人の考え方、ハラスメントの実例、人権問題等の課題や必要性等
の記載があった。

・
アンケート結果を参考に、ハラスメントの防止等に必要な人権研修を全職員を対象に実施中。

内容は「アカデミックハラスメント」や「パワーハラスメント」等に関するものであった。

◆回収率：８．２％　（学生：４．０％　教職員：４３％）
　参考：令和７年度　回収率２４．０％　（学生：１５．９％　教職員：９０．５％）

ハラスメント相談員及び管理監督者向けにハラスメント相談対応研修を行った。
・

（２）調査結果の内容


